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1.システム構成

《プログラムの仕様》
・サンプルプログラムは、モータ８台までの対応が可能
※監視する数を変更する場合は、画面とVTCの修正必要
・ 計測した絶縁抵抗値をSDカードにログファイルを保存
※ログファイルは、１時間ごとの使用時間をして保存
・ ログファイルは、一か月ごとに分割します。

Ethernet

モニタリング機能を提供

三相モータ絶縁劣化監視モジュールのサンプルソフトウェアは、下記のようなシステム構成により、
モータの絶縁劣化監視を簡単に実現することができます。

電源
インバータ モータ

8888

電源
インバータ モータ

8888

電源
インバータ モータ

8888

電源
インバータ モータ

8888
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２.ハードセットアップ

CONPROSYSの必要なハードウェアのセットアップを、下記のように行います。

① コントローラへの取付

コントローラのレールと、本製品のレールを噛み合わせます。
レールが合ったら、スタックタイプモジュールを奥までスライドさせます。
※コントローラに電源ケーブルが差し込んである場合は、抜いてください。

下図のようにコントローラに電源をつなぎ、
LANケーブルにより、パソコンとコントローラを接続します。

② パソコンとコントローラの接続

測定結果のログ機能を利用する場合は、
SDカードをSDカードスロットに挿入します。

一番端のモジュールにエンドカバーを取り付けます。

次ページの図を参考に、モータとモジュールの配線を行います。
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3.モータとモジュールの配線 （参考図）

三相モータと絶縁劣化監視モジュールの配線を、下記の図を参考に行います。

三相Δ(3Φ3W 1点接地)との接続例
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三相Y(3Φ3W 中点接地)の場合

三相Y(3Φ4W 中点接地)の場合

三相Δ(3Φ3W 1点接地)を電源とするインバータとの接続例
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４.バックアップの復元

三相モータ絶縁劣化監視モジュールのサンプルソフトウェアをバックアップデータから復元します。

（１）CONPROSYSに管理者権限でログインを行い、
メンテナンスの中の「設定ファイル」を選択します。

（２）リストア操作により設定ファイルのリストアを行います。

（３）設定のリストア操作後に設定の保存を行い、
CONPROSYSを再起動します。

※ 再起動後のCONPROSYSのユーザー／パスワードは、復元操作により
バックアップされている設定である「MC341/MC341」になります。

※ 再起動後のCONPROSYSのIPアドレスは、復元操作により
バックアップされている設定である「10.1.1.101」になります。
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５.ネットワーク環境の設定

設置する環境に合わせてネットワーク環境をします。

（１）CONPROSYSに管理者権限でログインを行い、
設定の中の「ネットワーク／有線LAN」を選択します。

（２）ネットワークの有線LANの設定により、使用する環境に
合わせたIPアドレスの設定を行います。

（３）時刻同期設定により、使用環境で使用可能な時刻同期
の設定を行います。

（４）設定完了後に保存を行い、CONPROSYSを再起動します。

※ サンプルソフトは、CONPROSYSのシステム時刻の西暦が
時刻同期前の「1970年」の時には、動作を開始しないよう
VTCで制御しています。
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６.モジュールの設定

設置する環境に合わせてモジュールの設定を変更します。

（１）CONPROSYSに管理者権限でログインを行い、
設定の中の「モジュール」を選択します。

※モジュール設定では、コントローラに接続された
各種モジュールが自動的に割り付けが行われます。

※各モジュールに必要な設定は、画面下のモジュール
一覧の設定ボタンにより行うことが可能です。

（２）絶縁劣化監視モジュールの設定を行います。
・ 設置環境に合わせた計測モードを選択
・ 設置環境の電源周波数を選択
・ レンジを「Auto Range」を選択

（３）設定操作後に、設定の保存を行い、
CONPROSYSを再起動します。

※Auto Rangeでは上手く計測できない場合には、
動作中に電流に合わせたZCTのレンジを選択して、
動作を確認します。
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７.モニタリング画面

閾値判断の結果を表示

計測結果の絶縁抵抗値を表示

閾値の値を一時的に変更可能

本日の時間帯毎の絶縁抵抗値をグラフ表示

ブラウザにより、モニタリング表示を行うと下記のような画面が表示されます。
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□FILE1: SDフォルダの「file01.csv」に保存

８.ログファイルの内容

201812260000,60,70,60,0,0,0,0,0,0,0,
201812260100,60,70,60,0,0,0,0,0,0,0,
201812260200,60,70,60,0,0,0,0,0,0,0,
201812260300,60,70,60,0,0,0,0,0,0,0,
201812260400,60,70,60,0,0,0,0,0,0,0,
201812260500,60,70,60,0,0,0,0,0,0,0,
201812260600,60,70,60,0,0,0,0,0,0,0,
201812260700,60,70,60,0,0,0,0,0,0,0,
201812260800,60,70,60,0,0,0,0,0,0,0,
201812260900,58,71,58,0,0,0,0,0,0,0,
201812261000,59,70,59,0,0,0,0,0,0,0,

日付＋時刻のフィールド

ここから10個分の、絶縁抵抗値の計測データ

※ログファイルは、毎月１日の０時に、SD¥backupフォルダに移動されます。
ファイル名は、「file01_YYMMDD.csv」となり、月毎に分割されます。

ログファイルは、ステータスメニューの「ファイル表示」機能から
ダウンロードを行うことができます。

ファイル名のクリックにて
ダウンロードを開始します。

選択したフォルダの
ファイル一覧を取得
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９.データフローの説明

三相モータ絶縁劣化監視モジュールのサンプルソフトウェアは、下記のようなデータフローにより
動作しています。

TAG変数テーブル

TAG00～09 : 絶縁抵抗値
※計測値を秒単位で更新

VTCプログラム
・ フラフファイルの記録
・ ログファイルの記録

ログファイル
（File01)

※SDカードに記録されるデータ

ログファイルの
バックアップ
（月毎）

１時間毎の
絶縁抵抗の測定値
（File00)

※RAMに保存

漏洩電流
の表示

漏洩電流R
の表示

相電圧
の表示

表テーブルへの展開
・ 時間帯別使用状況
・ トレンドグラフデータ

絶縁抵抗値
の表示

絶縁抵抗の
判定表示

※JavaScriptで記述

※HMI機能で実現

１分間隔の
絶縁抵抗の測定値
（File02)

※RAMに保存

《絶縁劣化監視モジュール》
• 漏洩電流
• 漏洩電流（抵抗成分）
• 相電圧
• 絶縁抵抗値

CDS２

クラウドへ送信
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10.モータ名称のカスタマイズ

画面上の文字列は、多言語文字列編集ツールの機能により変更が可能です。

※対応可能な言語は、英語／日本語／中国語となります。
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11.モニタリング画面のカスタマイズ

各モータの表示は、必要数に合わせて削除やコピーを行います

計測数値を表示しているラベル部品のリンク先を指定します。

リンク先の指定は下記の通りになります。
漏洩電流 ：CONPROSYS:DEVICE:MMLC_IO00
漏洩電流（抵抗成分） ：CONPROSYS:DEVICE:MMLC_IOR00
相電圧 ：CONPROSYS:DEVICE:MMLC_VA00
絶縁抵抗 ：CONPROSYS:DEVICE:MMLC_R00

※デバイス名の右端２桁の数字がデバイス番号となります。

□各計測値の表示

let ts1 = $getVar("Threshold",true);
let v1 =  $getVar("CONPROSYS:DEVICE:MMLC_R00",true) ;
if(v1=="") {

this.setValue("");
this.setColor("#000000");
this.setFillStyle("#d0d0d0");

} else {
if( v1<ts1) {

this.setValue("$"+"(fault)");
this.setColor("#ffff00");
this.setFillStyle("#e00000");

} else {
this.setValue("$"+"(normal)");
this.setColor("#000000");
this.setFillStyle("#00e000");

}
}

□判定結果の色を変えるScript

□グラフ数を変更

トレンドバーの機能で１０個までのデータをグラフ化可能です。
グラフ表示したいデータを、「有効」にすることで対応できます。

レイアウト変更やセンサ追加は、画面上の部品をコピーし、必要に応じJavaScriptの記述を適切に変更します。

計測先の絶縁抵抗値
のデバイスを指定する。
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参 考 資 料

参考資料
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□TASK0: メインプログラム

タスクプログラム

カレンダの西暦が、「1970」の間は処理を開始しない。

1秒間隔で「SUB01」を実行

最初の実行時にTAGをファイルを初期化

１時間間隔でグラフ用ファイルと
ログファイルの作成を行う。

毎月１日にログファイルをバックアップして分割する。

１分間隔でクラウド送信を行う。
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□ SUB0: 計測値のクリア

タスクプログラム

計測データ（絶縁抵抗値）を格納するTAG00～TAG09の内容をクリアします。
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□ SUB1: 計測データをTAGにセット

タスクプログラム

計測データ（絶縁抵抗値）をTAG00～TAG09にセットします。

※プログラムは、１枚目の絶縁劣化監視モジュールの絶縁抵抗値（CONPROSYS:DEVICE:MMLC_R00)
になっているので、装着したモジュールに合わせデバイスの変更と不要なブロックを削除してください。
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□ SUB2: グラフ用ファイル(File00)とログファイル(File02)を作成

タスクプログラム

時計の時間部分からグラフ用のインデック番号を作成

AM1:00にはグラフ用ファイルを削除する。

TAG00～TAG09の値を順番に文字列に変換する。

計測値の文字列の変換が完了したらファイルに出力する。

計測値をログファイル(File01）に出力する。
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□ SUB1: 計測データをクラウド（CDS2）に送信

タスクプログラム

計測データ（絶縁抵抗値）を格納したTAG00～TAG09の内容をクラウド(CDS2）に送信する。

データ識別子を”001“とする。

CDS2形式の日付／時間

File02をクラウドに送信

送信前にファイルを削除する。

カンマセパレート形式で、TAG00～TAG09の
内容をファイルに出力。
最後のデータの後ろには、CR+LFを付加する。


